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サ
ラゴ
サ 
水
の
あ
る
美
し
い
夏

サ
ラ
ゴ
サ

万
国
博
覧
会

地
中
海
の
温
暖
な
日
差
し
を
映
し
て

光
り
輝
く
エ
プ
ロ
ー
川
の
畔
、

ピ
レ
ネ
ー
山
脈
を
背
景
に
し
て

広
が
る
サ
ラ
ゴ
サ
と
い
う

スペ
イ
ン
第
五
の
都
市
が
あ
る
。

こ
の
街
で
は
こ
の
夏
、

水
が
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
を
奏
で
て
い
る
。
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ス
ペ
イ
ン
・
サ
ラ
ゴ
サ
の
エ
プ
ロ
ー
川
の
畔
。

花
火
で
彩
ら
れ
た
夜
空
の
下
、
美
し
い
音
楽

や
う
っ
と
り
さ
せ
る
ダ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
川
面
に
映
し
出
さ
れ
た
。
三
ヶ
月
に
わ
た

る
ス
ペ
イ
ン
・
サ
ラ
ゴ
サ
万
国
博
覧
会
は
こ
こ

に
幕
を
上
げ
た
。
こ
れ
は
2
0
0
5
年
12
月
に

国
際
博
覧
会
事
務
局
（
Ｂ
Ｉ
Ｅ
）
総
会
に
お

い
て
正
式
に
認
定
さ
れ
た
初
め
て
の
認
定
博
で

あ
る
。
テ
ー
マ
は
「
水
と
持
続
可
能
な
発
展
」。

そ
の
愛
称
は
、
サ
ラ
ゴ
サ
の
頭
文
字
「
Ｚ
」
と

水
を
意
味
す
る
「
Ｈ
２
Ｏ
」
を
組
み
合
わ
せ
て

「
Ｚ
Ｈ
２
Ｏ
」。
中
国
や
日
本
を
含
む
1
0
5
の

国
と
一
部
の
国
際
組
織
が
こ
の
万
博
に
参
加
し
、

地
球
温
暖
化
問
題
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
今
、

私
た
ち
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
必
要
不
可
欠

な
「
水
」
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
サ
ラ
ゴ
サ
の
夏
に
湧

き
溢
れ
る
麗
し
い
水
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
ス
ペ
イ
ン
最
大
の
川
、
エ
プ
ロ
ー
川
沿
い
に
設

置
さ
れ
た
サ
ラ
ゴ
サ
万
博
の
会
場
は
25
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
展
示
エ
リ
ア
と
1
2
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
「
水

公
園
」
か
ら
な
り
、美
し
い
景
色
が
広
が
っ
て
い
る
。

水
の
持
続
可
能
な
利
用
は
生
命
を
存
続
し
、文
明

を
発
展
さ
せ
て
自
然
空
間
を
維
持
す
る
重
要
な

要
素
で
あ
る
。
サ
ラ
ゴ
サ
万
博
の
テ
ー
マ
は
「
水

と
持
続
可
能
な
発
展
」で
あ
り
、サ
ブ
テ
ー
マ
は「
水

―
限
り
あ
る
資
源
」「
生
命
の
源
で
あ
る
水
」「
水

の
あ
る
風
景
」「
水
―
人
々
を
つ
な
ぐ
要
素
」
で

あ
る
。

　
サ
ラ
ゴ
サ
万
博
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
マ
ス
コ

ッ
ト
は
数
多
く
の
応
募
か
ら
選
出
さ
れ
た
。
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
の
「
E
X
P
O 

Z
A
R
A
G
O
Z
A 

2
0
0
8
」
は
ス
ペ
イ
ン
の
国
旗
を
現
す
青
、
赤
、

黄
で
彩
ら
れ
、
都
市
を
象
徴
し
て
い
る
。
サ
ラ
ゴ

サ
市
の
「
Z
」
は
水
滴
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
、「
E
X
P
O
　 

Z
A
R
A
G
O
Z
A 

2
0
0
8
」
と
の
重
な
り
に
よ
り
都
市
と
水
の
共

生
を
表
現
し
て
い
る
。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
在
住
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
セ
ル
ジ
・
ロ
ペ
ス
が
手
が
け
た
マ

ス
コ
ッ
ト
は
「
フ
ル
ー
ビ
ー
」
と
い
い
、
水
の
雫

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
陽
気
で
、
触

れ
る
も
の
す
べ
て
を
浄
化
す
る
能
力
が
あ
る
フ
ル

ー
ビ
ー
は
、
エ
プ
ロ
ー
川
の
川
辺
に
棲
み
、
動
く

と
周
囲
に
小
さ
な
水
滴
を
落
と
す
。
彼
に
は
少

し
気
難
し
い「
ポ
ー
」と
い
う
友
人
が
い
る
。
ま
た
、

「
ネ
ガ
ス
」
と
い
う
水
を
吸
収
し
、
汚
染
す
る
敵

が
い
る
。
ネ
ガ
ス
は
水
を
得
る
ほ
ど
強
大
に
な
り
、

水
を
失
う
と
弱
体
化
す
る
。
フ
ル
ー
ビ
ー
は
ネ
ガ

ス
に
水
を
奪
わ
れ
た
土
地
を
回
復
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
会
場
内
の
建
物
や
展
示
内
容
は
す
べ
て
「
水
」

に
か
か
わ
る
も
の
だ
。
6
つ
の
テ
ー
マ
別
プ
ラ
ザ

が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
水
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
」「
水
の
脅
威
」「
オ
イ
コ
ス
　
水
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
」「
水
と
都
市
」「
水
の
城
」「
共
有
資
源

と
し
て
の
水
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
テ
ー
マ

「水の塔」

「水の塔」に設けられた展示

「水の塔」にある水をイメージした巨大オブジェ

張
り
の
建
物
が
目
を
引
く
。
こ
れ
が
「
水
の
塔
」

で
、三
つ
の
テ
ー
マ
館
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、今
回
の

万
博
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
建
築
で
あ
る
。

「
水
の
塔
」
は
著
名
建
築
家
の
エ
ン
リ
ケ
・
デ
・

テ
レ
サ
が
設
計
し
た
も
の
で
、
全
ガ
ラ
ス
張
り
の

外
壁
は
昼
間
は
透
明
、
夜
間
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、
建
物
全
体
が
灯
台
の
よ
う
に
変
身
し
サ
ラ
ゴ

サ
市
の
ど
こ
か
ら
で
も
目
に
と
ま
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
は
、「
生
命
に
と
っ
て
の
水
」
を
テ
ー
マ
に
、

自
然
と
人
間
の
か
か
わ
り
、
地
球
が
生
き
残
る
た

め
の
水
の
重
要
さ
、
自
然
科
学
と
文
化
の
緊
密
さ

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

「
水
の
塔
」
の
設
計
は
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

内
部
に
は
階
層
が
な
く
、
下
層
部
は
展
示
ホ
ー
ル

で
、
天
井
部
は
展
望
台
に
な
っ
て
い
て
、
壁
沿
い

に
螺
旋
状
の
歩
道
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
展
示

ホ
ー
ル
の
中
心
に
は
一
組
の
水
を
垂
ら
す
長
い
ガ

ラ
ス
の
管
が
吊
る
さ
れ
て
お
り
、
管
に
沿
っ
て
巨

大
な
円
形
水
槽
に
落
ち
て
く
る
水
滴
の
音
は
快

く
響
く
。
ホ
ー
ル
の
周
り
に
は
視
聴
装
置
が
あ
り
、

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
各
言
語
に
よ
る
「
生
命
に
と

っ
て
の
水
」
が
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
、
い
ろ
ん
な

水
関
連
の
映
像
番
組
が
壁
掛
け
テ
レ
ビ
や
フ
ロ
ア

へ
の
投
影
に
よ
り
放
送
さ
れ
て
い
る
。

　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
3
階
程
度
の
高
さ
に
上
が

る
と
、上
層
部
の
展
示
ホ
ー
ル
に
入
る
。
こ
こ
に
は
、

高
さ
23
メ
ー
ト
ル
の
「
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
」
と
い
う

巨
大
な
彫
塑
が
お
か
れ
、
ま
る
で
飛
ば
し
た
水
し

ぶ
き
で
、
生
命
が
わ
れ
ら
の
星
に
来
た
こ
と
を
示

し
た
よ
う
だ
。
照
明
の
色
彩
変
化
に
よ
り
、
彫
塑

館
は
「
水
の
塔
」「
橋
パ
ビ
リ
オ
ン
」「
水
族
館
」

の
三
つ
が
設
置
さ
れ
、
各
建
築
の
外
形
も
ユ
ニ
ー

ク
で
創
意
に
富
み
、
水
と
関
連
し
て
い
る
。
そ

の
う
ち
、
エ
プ
ロ
ー
川
に
架
か
る
上
下
2
層
の
橋

状
「
橋
パ
ビ
リ
オ
ン
」
は
イ
ラ
ン
の
著
名
建
築
家
、

ザ
ハ
・
ハ
デ
ィ
ト
が
設
計
し
た
も
の
で
、
人
の
通

路
と
展
示
会
場
を
創
意
に
富
む
設
計
で
結
ん
だ
。

こ
こ
で
は
、
博
覧
会
の
テ
ー
マ
を
基
調
に
、
水
は

唯
一
無
二
の
資
源
で
あ
る
こ
と
、
水
資
源
の
合
理

的
利
用
及
び
水
資
源
の
未
来
な
ど
に
つ
い
て
啓
発

的
に
水
資
源
と
人
類
の
生
存
権
を
結
び
つ
け
た

展
示
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
博
覧
会
の
た

め
に
作
ら
れ
た
淡
水
の
「
水
族
館
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
最
大
規
模
で
あ
り
、
水
の
景
観
を
テ
ー
マ
に
展

示
が
行
わ
れ
て
い
る
。
来
場
者
は
地
理
的
環
境
の

異
な
る
世
界
の
5
つ
の
重
要
な
河
川
、
ナ
イ
ル
川
、

メ
コ
ン
川
、ア
マ
ゾ
ン
川
、マ
レ
ー
・
ダ
ー
リ
ン
グ

川
と
エ
プ
ロ
ー
川
を
旅
し
な
が
ら
沿
岸
の
風
景
を

眺
め
、音
、鳥
の
鳴
き
声
、湿
度
、霧
の
変
化
な
ど

を
通
し
て
異
な
っ
た
生
態
環
境
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
約
3
0
0
種
、
5
0
0
0
体
の
水
中

の
生
物
を
60
あ
ま
り
の
ガ
ラ
ス
展
示
容
器
で
陳
列

し
、ナ
イ
ル
川
の
巨
大
な
鰐
や
鯰
、淡
水
鰻
、エ
プ

ロ
ー
川
の
カ
ワ
ウ
ソ
な
ど
が
あ
り
、
大
量
の
亀
や

蛇
や
ト
カ
ゲ
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
万
博
会
場
で
は
、
高
さ
76
メ
ー
ト
ル
の
ガ
ラ
ス

「
水
の
塔
」　

生
命
の
源
を
展
示

か
け
が
えの
ない
水

マスコットのフルービ

フルービの敵ネガス
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に
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
上
層
展
示
ホ
ー
ル
全
体
に
天
籟
の
妙
音
が

響
き
渡
り
、聖
な
る
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
さ
ら
に
上
の
展
望
台
に
上
が
る
に
は
、

螺
旋
歩
道
を
利
用
す
る
し
か
な
い
。
数
台
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
館
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
身
体

障
害
者
専
用
に
な
っ
て
い
る
。

　
螺
旋
歩
道
の
全
長
は
9
0
0
メ
ー
ト
ル
前
後

で
、
緩
や
か
で
歩
き
や
す
い
。
ま
た
上
り
と
下
り

は
分
か
れ
て
い
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
の
で
、

来
場
者
の
分
流
に
効
果
的
で
あ
る
。
天
井
部
に

登
り
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
「
ス
プ
ラ
ッ

シ
ュ
」
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
違
っ
た
視
覚
効

果
を
楽
し
め
る
。
歩
道
を
一
周
す
る
ご
と
に
、
心

臓
の
鼓
動
を
聞
く
「
生
命
の
源
」
や
水
の
感
触

を
体
験
す
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
、
円
柱
形
の
写

真
展
な
ど
の
小
展
示
が
あ
る
。
独
特
の
発
想
と

精
密
な
設
計
及
び
豊
か
な
趣
が
通
る
人
の
足
を

止
め
る
。

　
天
井
部
の
大
型
展
望
台
か
ら
は
万
博
会
場
を
一

望
で
き
る
。
ま
た
、
飲
み
物
や
食
品
や
記
念
品
の

売
店
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
中
国
館
の
展
示
面
積
は
1
2
0
0
平
方
メ
ー

ト
ル
。「
人
と
水
―
―
調
和
へ
の
回
帰
」
を
テ
ー

マ
に
、「
水
育
中
国
」「
水
利
中
国
」「
水
文
中
国
」「
人

と
水
―
―
調
和
へ
の
回
帰
」
の
4
セ
ク
シ
ョ
ン

で
構
成
し
、
双
方
向
性
放
送
シ
ス
テ
ム
や
デ
ジ
タ

ル
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
ハ
イ
テ
ク
技
術
を

利
用
し
、
5
0
0
0
年
の
文
明
を
も
つ
中
国
の
治

水
、
用
水
の
歴
史
や
成
果
や
経
験
を
展
示
し
、
中

国
の
水
の
知
恵
を
示
す
。

　
中
国
館
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
伝
統
の
水
模
様

と
吉
祥
模
様
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
マ
ス
コ
ッ

ト
は
平
和
と
幸
せ
を
象
徴
す
る
金
魚
で
あ
る
。
館

内
に
さ
か
さ
ま
に
し
た
円
錐
状
の
巨
大
な
ウ
ォ
ー

タ
ー
チ
ャ
イ
ム
が
お
か
れ
、
設
計
者
は
ウ
ォ
ー
タ

ー
チ
ャ
イ
ム
の
使
用
材
料
に
変
化
を
つ
け
、
上
か

ら
下
に
中
国
が
青
銅
器
時
代
か
ら
現
代
社
会
へ

と
発
展
し
て
き
た
過
程
、
水
と
中
国
文
明
の
発
生

と
発
展
と
の
関
係
を
表
現
し
、
中
華
民
族
の
水
の

知
恵
を
伝
え
る
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
チ
ャ
イ
ム
の
向
か

い
側
に
は
、中
国
河
川
の
地
図
が
掛
け
ら
れ
、「
水

育
」
と
い
う
展
示
セ
ク
シ
ョ
ン
に
、
一
万
年
前
の

水
稲
の
種
や
水
関
連
の
記
載
が
あ
る
甲
骨
文
の

破
片
複
製
品
な
ど
の
実
物
が
陳
列
さ
れ
て
い
る
。

　
中
国
の
水
利
の
発
展
も
中
国
館
展
示
の
重
要

な
内
容
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
映
像
を
通
し
て
、
紀

元
前
6
0
2
年
か
ら
1
9
8
8
年
ま
で
の
中
国
の

水
災
害
を
振
り
返
り
、
最
後
に
は
青
海
省
喇
家
の

洪
水
で
な
く
な
っ
た
母
子
の
遺
骸
の
映
像
が
流

さ
れ
る
。
母
親
が
腰
を
屈
め
て
子
ど
も
を
か
ば
う

姿
は
、
水
災
害
が
も
た
ら
す
被
害
を
強
く
印
象
付

け
、見
る
も
の
の
涙
を
誘
う
。

　
中
国
館
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
陶
鴻
氏
は
「
中
国
の

文
明
史
は
水
災
害
と
の
戦
い
の
歴
史
で
も
あ
る
。

中
国
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
水
利
施
設
は
中
国

人
の
意
志
、
知
恵
と
力
を
物
語
っ
て
い
る
。
大
自

然
が
与
え
た
試
練
に
挑
戦
し
つ
つ
、
中
華
文
明
を

延
々
と
繋
い
で
き
た
」
と
語
る
。
展
示
に
お
い
て

は
、
数
多
く
の
創
意
的
な
手
法
を
採
用
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
中
国
現
存
の
最
古
の
水
利
施
設
、
都

江
堰
の
紹
介
で
は
、
見
学
者
が
テ
ィ
ス
プ
レ
ー
に

タ
ッ
チ
す
る
と
、
中
国
古
代
衣
装
を
身
に
ま
と
う

女
性
が
塤
（
つ
ち
ぶ
え
。
古
代
の
吹
奏
楽
器
の
一

種
）
を
吹
く
映
像
が
出
て
き
て
、
吹
き
奏
で
る
気

流
が
都
江
堰
の
形
を
成
し
た
り
、
金
魚
鉢
の
形
を

し
た
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
触
れ
る
と
小
さ
な
金
魚
が

現
れ
、
見
学
者
の
手
の
動
き
を
追
っ
て
水
中
で
動

く
と
い
う
も
の
だ
。
テ
ー
マ
の
水
と
マ
ス
コ
ッ
ト

を
一
体
化
し
、遊
び
心
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。

中
国
館
は
サ
ラ
ゴ
サ
万
博
の
も
っ
と
も
人
気
の
あ

る
パ
ビ
リ
オ
ン
の
ひ
と
つ
で
、
開
館
一
日
目
の
来

場
者
数
は
1
万
2
千
人
に
達
し
た
。
中
国
館
の

入
り
口
に
あ
る
二
つ
の
巨
大
な
「
海
宝
」
は
、
た

く
さ
ん
の
見
学
者
、
特
に
子
ど
も
を
引
き
付
け
て

い
る
。

　
中
国
館
開
館
の
翌
日
、
上
海
万
博
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
・
デ
ス
ク
が
館
内
に
オ
ー
プ
ン
し
、
来

場
者
に
2
0
1
0
上
海
万
博
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
始
め
た
。

　
サ
ラ
ゴ
サ
万
博
は
2
0
1
0
年
上
海
万
博
開

催
前
の
最
後
の
万
博
で
あ
る
た
め
、
当
然
の
よ
う

に
こ
こ
は
上
海
万
博
の
海
外
宣
伝
の
重
要
な
窓

口
に
な
る
。
こ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ス

ク
の
ス
タ
ッ
フ
は
み
な
上
海
万
博
事
務
局
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
な
り
、
上
海
万
博
の
宣
伝
以
外
に
、
サ

ラ
ゴ
サ
万
博
の
運
営
・
管
理
経
験
を
学
び
、
サ
ラ

ゴ
サ
万
博
の
参
加
国
1
0
5
カ
国
と
三
つ
の
国
際

組
織
の
代
表
に
上
海
万
博
の
進
捗
状
況
を
報
告

し
、
ま
た
上
海
万
博
の
出
展
を
促
進
す
る
た
め
の

会
談
な
ど
を
行
う
。

　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ス
ク
の
設
置
は
国

際
博
覧
会
事
務
局
（
B
I
E
）
と
サ
ラ
ゴ
サ
万
博

組
織
者
か
ら
強
い
サ
ポ
ー
ト
を
得
て
い
る
。
在
ス

ペ
イ
ン
中
国
大
使
館
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、
サ

ラ
ゴ
サ
大
学
に
在
学
中
の
留
学
生
7
人
を
選
任

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
留
学
生
た
ち
は
経
済
や
法
律
な

ど
を
専
攻
し
、
な
か
に
は
5
年
以
上
も
居
住
し
て

い
る
人
も
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
語
を
生
か
し
て
上
海

万
博
の
紹
介
・
宣
伝
に
貢
献
し
た
い
と
彼
ら
は
願

っ
て
い
る
。
ま
た
、
上
海
か
ら
は
59
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
チ
ー
ム
を
結
成
し
6
回
に
分
け
て
サ
ラ
ゴ

サ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
、
見
学
に
訪

れ
て
い
る
中
国
の
観
光
客
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。

　
9
月
8
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
、
サ
ラ
ゴ
サ
で

は
上
海
万
博
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
「
上
海
ウ

ィ
ー
ク
」
を
開
催
。
多
彩
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

ど
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
で
2
年
後
の
上
海
万
博

を
紹
介
し
た
。

中
国
館
　
中
国
の

水
の
知
恵
を
展
示

上
海
万
博

インフォメー
ション
・

デ
スク
が
オ
ー
プン

サラゴサ万博　中国館前中華の知恵を表現する水時計（ウォーターチャイム）中国館内　ハンドメイド工芸品が販売されている

中国館内のビデオ視聴装置中国館内の上海万博ディスプレーボード
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